
「韓国強制併合」100周年企画 

『生きべくんば民衆と共に、死すべくんば民衆のために』 
 

ドキュメンタリー映画 「弁護士 布施辰治」上映会 
 
「韓国併合」の翌年、「朝鮮の独立運動に敬意を表す」を発表し、関東大震災直後の朝鮮人虐殺事件
で自国の政府を徹底して糾弾した日本人。 

1919年の 3．1独立運動の導火線となった在日朝鮮人留学生による２．８独立宣言ビラへの弾圧事件
をはじめ、義烈団事件、朴烈・金子文子夫妻の大逆事件、阪神教育闘争や朝連強制解散時の台東朝鮮人
会館接収への抵抗等で被告となった数多くの朝鮮人のための法廷闘争に奔走した弁護士。 
その揺るぎない実践活動のため、幾度も弁護士資格を剥奪され、投獄されるという迫害を受けながら
も、生涯闘い続けた人物。 
それが布施辰治です。 
布施辰治生誕 130 年目となる今年は、大韓帝国が日本への「併合」を強制された時からちょうど 100
年目を数える年です。 
この節目の年に、布施辰治弁護士の足跡を辿りながら、今後の日本と朝鮮半島およびそこに住む人々
の関係性が如何にあるべきかを共に考えることができれば。 
本上映会はこのような趣旨で企画されました。ぜひ多くの方々にご覧頂きたいと思います。 
ふるってご参加下さい。 
 

日時： ７月 10日（土） 午後 2時開場 2時半開始（4時半頃終了） 

場所： あうるすぽっと （豊島区立舞台芸術交流センター）会議室B 
豊島区東池袋 4-5-2 ライズアリーナビル 2F・3F  TEL.03-5391-0751 

 

「東京メトロ 有楽町線 東池袋駅」6・7出口より直結 
「JR池袋駅」（東口）より徒歩 8分（グリーン大通りを直進） 
  

 参加費：1000円 

（学生は 500円、中学生以下は無料） 

    
 
  
 
＊ 監督の挨拶、また、布施辰治と接し  
た方々などからの発言も頂く予定です。      

 
 
 
 
 
 

 
 

主催：在日朝鮮人・人権セミナー、在日本朝鮮人人権協会  
（お問い合せ ℡ 03-3837-2820  E ﾒｰﾙ jinken94@yahoo.co.jp） 

協賛：週刊金曜日、在日本朝鮮青年商工会、平和力フォーラム、在日本朝鮮留学生同盟、 
憲法 9条－世界へ未来へ連絡会、自然と人間社、ＪＲ総連 



布施辰治の略歴  - 朝鮮人との関わりを中心に 

1880年 宮城県に生まれる。 
 
1902年 明治法律学校を卒業。判事検事登用試験に合格、

司法官試補となる。 
1903年 検事代理を辞し、弁護士となる。 
 
 
 
1911年 「朝鮮の独立運動に敬意を表す」を書き、検事

局で取り調べを受ける。 
1920年 朝鮮人留学生による２．８独立宣言のビラに

対する弾圧事件（「出版法違反事件」）の二審
で弁護人となる。 

1923年  京城地方法院で義烈団員、金始顯の弁護をす
る。関東大震災の朝鮮人大虐殺について、自由法曹団の先頭にたって
調査、抗議活動に奔走する。朴烈、金子文子の大逆事件の弁護人とな
る。 

1927 年 京城地方法院で、朝鮮共産党事件の弁護をする。 
1930年 新聞紙法、郵便法違反で起訴される。解放運動犠牲者  

救援弁護団の幹事長、全農全国会議弁護士団の幹事長となる。 
1932年 懲戒裁判で大審院判決があり、弁護士除名が確定する（33 年 12 月、

恩赦により復活）。 
1933年 新聞紙法事件で上告棄却が確定（禁錮 3カ月）し、下獄する（4月。7

月に出獄）。 
        日本労農弁護士団一斉検挙事件に連座して検挙、拘置される（9月。 

治安維持法違反容疑 1935 年 3 月保釈）。 
1939年 日本労農弁護士団（治安維持法違反容疑）事件で上告棄却（懲役 2年 

未決算入 200 日）となり千葉刑務所へ下獄する（1940 年出獄）。これに   
より再度弁護士登録抹消（6月）。 

1944年 治安維持法違反容疑の布施杜生（三男）が、京都山科刑務所で獄死す  
る。 

1948年 阪神教育闘争時のいわゆる「神戸朝鮮人学校騒乱事件」（軍事裁判）で 
弁護人となる。 
国旗掲揚事件で弁護人となる。三鷹事件、松川事件の弁護人になる。 

       秋田のドブロク事件の弁護人となる。 
1949 年～ 深川事件、朝連・民青強制解散事件、東京朝鮮高校事件、台東朝鮮 

人会館事件などを弁護 
1952 年 メーデー事件、吹田事件の弁護人となる。 
1953 年 末期内臟癌のため 9月 13 日逝去（享年 72） 

*「布施先生記念国際学術大会の記録」所収の『弁護士布施辰治による朝鮮 

民族の人権擁護と敗戦後の評価』(森正 著)にある年表をもとに作成 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
監督：池田博穂 
1950年秋田県生まれ。法政大学を卒業後全農映をふりだしに助監督・監 
督として現在に至る。 
 山本薩夫、今井 正、橘 祐典などの監督に師事。「豊饒の大地」「東京 
大空襲・子どもたちの証言」「江戸前料理・粋と洒落」「犬張子」、その他 
テレビドキュメントを含めて多数製作。 
 「憲法? 今と未来の世代のために」(ビデオ)、長編記録映画「時代を撃て  
多喜二」、「赤貧洗うがごとき-田中正造と野に叫ぶ人々」「つくられる自白 
志布志の悲劇」は人権･環境･平和･人間の勇気を描いて全国で好評上映中。 

1875 年 江華島事件 
 
 
 
1905 年 第二次日韓
協約（乙巳保護条約）
1909年 安重根、伊  
藤博文を銃殺 

1910 年「日韓併合」 
1919 年 3.1 独立運動 
 
 
 
1923年  関東大震災 
 
 
1925年 治安維持法   
公布・施行 
    

1931年 満州事変 
 
 
 
 
 
1937年  盧溝橋事件 
 
 
1941 年 真珠湾攻撃 
 
1945年 日本の敗戦 
＝朝鮮の解放 
 

1948年 朝鮮学校閉 
鎖令、阪神教育闘争
 
1949年 在日本朝鮮 
人連盟強制解散 
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http://www.fuse-tatsuji.com


